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2021 年 1 月 24 日に、延期していた全国大
会がオンラインにて開催されました。大勢の参
加、ありがとうございました。 

第 46 回 全国大会 
総合司会:米岡ジュリ(熊本学園大学) 
13:00-13:05  

大会実行委員長挨拶:川島智幸(群馬大学) 
会長挨拶:竹下裕子(東洋英和女学院大学) 

 

基調講演 

13:05-13:55 

「フィリピン英語と日本の英語教育」  
小張順弘(亜細亜大学) 

司会:相川真佐夫(京都外国語短期大学) 

研究発表 

司会:米岡ジュリ(熊本学園大学) 
14:00-14:25 

1. ショッピングモールノルジン・ラムにおける
若者たちの「群居言語」としての英語―多言語
社会ブータン王国における市場の言語調査か
ら 
佐藤美奈子(京都大学) 
 

 
14:30-14:55 
2. Reviewing the attitudes of Japanese 
learners toward non-native English accents  
KAWASHIMA Tomoyuki (Gunma University) 

 
15:00-15:25  
3. Comparative Survey on ELF Awareness 
among EFL Japanese Students (JS), 
Prospective Japanese Teachers of English 
(PJTE) and International ELF students (IS) 
NAKAMURA Yuji (Keio University) 

 
司会:藤原康弘(名城大学) 
15:30-15:55  

4. 日本人の大学生が英語授業で求める力 ―
『英語学習に関する調査』から考える課題と
指導の在り方 
加藤洋昭(青山学院大学) 

 
16:00-16:25 

5. 「言語使用」観を再考する ―日本における
英語との「関わり」 
田嶋美砂子(茨城大学) 

 
16:30-16:55 

6. 夜間定時制高校に通う外国ルーツの生徒た
ちに見られる英語を中心とした言語観 
森谷祥子(東京大学) 

 
16:55-17:00 

閉会の辞:小田眞幸(玉川大学) 
 
17:00-17:15 

会員総会 

第 46回全国大会 オンラインにて開催！
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田嶋 美砂子（茨城大学） 
 

第 46 回全国大会は、「フィリピンと言えば、
小張先生」という紹介とともに、小張順弘先生
による基調講演で幕を開けた。実は私がこのフ
レーズを耳にするのは今回が初めてではない。
別の研究会に参加し、小張先生のご発表を拝聴
したときも、司会者はこのような紹介をしたと
記憶している。小張先生のフィリピンに関する

ご造詣の深さが世に周知されていることがよ
くわかるエピソードである。 
さて、自分語りで恐縮だが、私は中学校・高
等学校に勤務していた頃、研修プログラムの引
率で、複数回フィリピンを訪れたことがある。
昼間は勤務校と同系列の修道院が運営する姉
妹校を訪問し、夕方にはその修道院の庭に片道
数十分の距離を徒歩でやって来るストリート
チルドレンと交流するというプログラム。同じ
敷地内であるにもかかわらず、そこに集う子ど
もたち（姉妹校に通う生徒とストリートチルド
レン）の間にある貧富の差を実感する毎日であ
った。あれから約 10 年。日本・フィリピンと
もに幾多の変化があり、同時に不変の側面もあ
る中で、昨今最も顕著なのは、両国の関係性を
語る上で「英語教育」という切り口が出現した
ことであろう。今回のご講演はまさにそのこと
について深く考える大変よい契機となった。 
小張先生はご講演の中で、「フィリピン英語」
（フィリピン社会・文化を背景とする多言語環
境に根付く英語）と「フィリピンの英語」（国際
ビジネス環境で商品化される英語）を区別し、
特に後者と日本の英語教育との関連性につい
て述べられた。小張先生によると、「フィリピン
の英語」が商品化された背景には、フィリピン
人海外労働者（Overseas Filipino Workers 
(OFW)）の増加や同国におけるコールセンター
産業の興隆といった社会的・経済的な文脈が存
在するという。そのような文脈を基盤として、
「フィリピンの英語」は 2000年以降、日本の
教育分野の中でも主に私教育領域に、2010 年
以降は公教育領域にも参入するようになった。
これにより、フィリピンの人々に対する心象は、
「元エンターテイナー」や「貧しい国の出身者」
という負のイメージから「英語に堪能な国際人」

第 46 回全国大会 

基調講演レビュー 
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という正のイメージへと変化を遂げたとのこ
とである。 
しかし、このような現状にはさまざまな課題
もあるという。小張先生はご講演の中で、英語
教育に従事する者が今後向き合うべきことと
して、具体的に以下の 5点に言及された。 
 

(1)世界的な英語普及に対する認識の深化 
(2)言語教育関連の学術界と産業界との連携
方法の模索 

(3)日本型英語教育のグランドデザイン 
(4)「フィリピンの英語」を活用した英語教育
実践例の蓄積 

(5)人や社会・文化、関連諸要因（特に経済的
要因）を視野に入れた言語研究 

 

 再び自分語りをすれば、私自身の研究領域の
1 つとして、フィリピン系オンライン英会話産
業におけるジェンダー問題が挙げられる。これ
は上記の(5)に該当する分野であると言えよう。
一方、このニューズレターをご覧になっている
研究者の中には、(1)～(4)を専門とされる方も
多いように思われる。小張先生のご講演を拝聴
し、今後は日本「アジア英語」学会という場で、
それぞれの専門分野における知見を集結させ、
上記の課題に協働的に取り組むことができた
らと考えた次第である。同時に、ご講演中に提
示された多岐にわたるフィリピン関連情報に
触れ、また、このレビューを書く機会を通じ、
かつてかの地で過ごした日々やそこで出会っ
た人々に思いを馳せる大変貴重な時間ともな
った。研究という意味でもフィリピンとの私的
なつながりという意味でも、非常に刺激的なお
話を共有してくださった小張先生にはこの場
を借りて厚くお礼申し上げたい。 

 
 

池 沙弥（名城大学） 
 

 基調講演の後、合計 6 本の発表が行われた。
オンライン開催で移動の負担がなくなったこ
と、またコロナ渦で今年度初の大会であったこ
とから発表応募も通常よりも多かったという。
前半は熊本学園大学の米岡ジュリ氏の司会で
行われた。 
 最初の発表は佐藤美奈子氏（京都大学）によ
る「ショッピングモールノルジン・ラムにおけ
る若者たちの「群居言語」としての 
英語―多言語社会ブータン王国における市場
の言語調査から―」である。ブータン王国の首
都中心部にある市場ノルジン・ラムにおいてど
のような言語選択がなされているのか、またそ
の選択の背景は何なのかを、詳細な観察とイン
タビューにより明確に描き出した。共通言語が
2 つ以上ある市場でのやり取りから、商人は客
に合わせて英語を選択しているにもかかわら
ず、客である若者たちはゾンカ語をソト言語と
して商人との会話で、そして英語をウチ言語と
して仲間同士での会話で使い分けていること
を指摘し、この言語切り替えと言語併用は移民
2 世の若者たちが言語の規範化を進めていくこ
とで作り出される言語社会化であると結論づ
けた。 
 次の発表は機材トラブルにより急遽順番を
入れ替える形で、中村優治氏（慶応大学）によ
る英語での発表「Comparative Survey on ELF 
Awareness among EFL Japanese Students 
(JS), Prospective Japanese Teachers of English 

(PJTE) and International ELF students (IS)」
となった。EFLとして英語を学ぶ日本人学生グ

研究発表レビュー 
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ループ、英語教職課程に在籍する日本人グルー
プ、そして英語で専門科目を学ぶ外国人留学生
グループのそれぞれで、共通語としての英語
（ELF）の概念に対してどのような態度を持っ
ているのかを調査した結果が報告された。多様
なアクセントに対する寛容性については教職
課程の学生と留学生グループに共通して高い
意識が見られた一方で、特に教職課程の学生グ
ループで英語の教育モデルはアメリカ英語・イ
ギリス英語であるべきだという姿勢が強く表
れていたことも明らかになった。また、自国文
化を説明する自信の無さは教職課程在籍の学
生にも見られ、さらなる英語力の向上を必要と
している意識が確認された。これらの結果から
中村氏は、特に将来の英語教育を担う教職課程
在籍の学生たちが ELF の概念を理解すること
が大切であると主張した。 
 そして、その後無事に機材トラブルが解決し
た川島智幸氏（群馬大学）による発表
「 Reviewing the attitudes of Japanese 
learners toward non-native English accents」
が英語で行われた。センター試験の英語問題を
10名のノンネイティブスピーカー（NNSs）に
よ る 音 声 に 変 更 し て （ https://real-
english.health.gunma-u.ac.jp/）138 名の大学
生と 185 名の高校生に聞かせて態度調査を行
った結果、高校生と大学生の間では態度にほと
んど差がないことや、3 割以上の参加者が難易
度に関してコメントしたことを報告した。また、
少数ではあるが NNS の英語に対する不快感を
示すコメントが見られたことを指摘し、中村氏
と同様にアクセントに対する tolerance（寛容
度）を正確に測ることのできるスケールの必要
性と寛容度を高める英語教育の必要性を主張
した。 

前半の発表では英語を共通語として使用し
ている現場からの報告と、共通語としての働き
を理解させようとする日本での試みの報告が
あり、それぞれの場面での課題が浮き彫りとな
ったセッションであった。 

 

藤原 康弘（名城大学） 
 

本大会の後半の研究発表では執筆者の司会
で 3件の研究発表が行われた。以下にその概要
を記録する。 
 まず、加藤洋昭氏（青山学院大学）による「日
本人の大学生が英語授業で求める力－『英語学
習に関する調査』から考える課題と指導の在り
方－」の発表では、日本人の大学生を対象とし
た英語学習に対する意識調査の結果が報告さ
れた。その結果、この調査が対象とした初級の
英語学習者は、4 技能のいずれも「得意ではな
い」と回答しながらも、「スマートフォンや自動
翻訳などの発達のため、英語を学習する必要は
ない」とは考えていないことが明らかとなった。
その結果をふまえて、同様の背景を有す英語学
習者向けに、どのような英語教育が求められて
いるかについて示唆を行った。 
 次に、田嶋美砂子氏（茨城大学）による「「言
語使用」観を再考する－日本における英語との
「関わり」－」の発表では、いわゆる「言語学
習」や「言語使用」でとらえきれない人と言語
の関係性（たとえば言語に関する人々の語り）
を言語との「関わり」（engagement）と定義し
て、その新概念を用いることで、応用言語学、
社会言語学の分析的枠組みを再検討すること
を主張した。 
 そしてその新概念である「関わり」を軸に、
英語に関連する言語景観や広告のデータ、フィ
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リピン人によるオンライン英会話における日
本人学習者の語りなどの豊富な事例を基に、日
本における「英語使用」は本当に「ない」また
は「少ない」と言えるか、また「英語使用」観
を基盤として国家を分類することの意義に疑
問を投げかけた。 
 最後に、森谷祥子氏（東京大学大学院）は、
「夜間定時制高校に通う外国ルーツの生徒た
ちに見られる英語を中心とした言語観」と題し
た発表で、日本における言語的マイノリティで
ある外国ルーツの生徒たちへの言語教育環境
や言語観などの調査の必要性を訴えた。氏は東
京都内の定時制高校に通う生徒や同校の教職
員へのインタビュー、資料調査、アンケート調
査をとおして、彼らの英語、日本語、親の母語
の3点に関する考え方を分析した。結果として、
「グローバル＝英語」、「日本＝日本語」という、
日本社会におけるマジョリティの典型的な言
語イデオロギーが内面化されていること、母語
に対する正負の印象は各家庭や個人に左右さ
れることを報告した。 
 後半の発表では、「アジアにおける英語の普
及と変容」を対象とする、本会の研究射程の多
様性を如実に示す内容であり、今後の更なる展
開が期待できるセッションであった。 
 
 
 
 
English-medium instruction(EMI)の“E”とト
ランスランゲージング(translanguaging) 

柴田 美紀（広島大学） 
 

グローバル社会で高等教育の国際化が進み、
他国からの学生獲得のため English-medium 

instruction (EMI)の授業やプログラムを提供す
る大学が世界中で増えている。今やアメリカや
イギリスなどの英語圏に行かなくても自国に
いて英語で授業を受けることができるのであ
る。日本も例外ではない。私が所属する、広島
大学総合科学部国際共創学科 (Integrated 
Global Studies, IGS)は定員数の半分を留学生
枠とし、海外リクルートに力を入れている。IGS
の授業は概ね英語で行われているが、実際の言
語事情は複雑である。IGS に入って英語力を伸
ばしたいと入学する日本人学生は、留学生の英
語の上手さと積極的な発言に圧倒され、かつ流
暢な日本語を話す留学生や日本語を上達させ
たい留学生の日本語使用に押され気味である。
そして、英語力を上達させるため留学生と英語
で話したいけれど、上手く話せないし、留学生
の日本語が上手なのでついつい日本語を使っ
て楽をしてしまう自分に後ろめたさを感じて
いる。こうした日本人学生は「英語力と発言内
容に自信がない」ことを理由に寡黙である。こ
の負のスパイラルには、日本人の英語コンプレ
ックスに加え、EMI=English オンリーという単
一言語的イデオロギー(monolingual ideology)
も影響しているであろう。 
本来 EMI とは英語力の向上が目的ではなく、
アカデミックな内容を学ぶことにある。しかし、
講義内容を十分かつ的確に理解する英語力が
備わっていないため、授業についていけない日
本人学生がいる。授業料を払っているのに学べ
ないとは詐欺ではないか。私が学生なら憤慨す
るところである。英語力も一様ではないが、EMI
の教室は言語文化的背景も多様である。異なる
国や地域から来ている留学生の母語や文化は
様々であり、英語オンリーの単一言語的イデオ
ロギーはこうした多様性を覆い隠してしまう。

私の研究 
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そこで、この英語力と多様性の問題をトランス
ランゲージング(translanguaging)から考えて
みた。 
トランスランゲージイングは trans-

language-ing であり、languaging という考え
に基づく（この点については Li (2018)を参照
されたい）。私たちは何かしらの「言語」使用者
であるが、ひとつの（方言も含めて）言語体系
しか知らないという人はほとんどいないであ
ろう。程度の差こそあれ私たち一人ひとりは複
数のことばの集大成を内在している。従来、応
用言語学の分野ではひとつ以上の言語を駆使
する人をバイリンガルあるいはマルチリンガ
ルと呼び、同一人物が異なる言語を使う現象を
コードスイッチングと呼んできた。コードスイ
ッチングの「コード」とは国家や民族との結び
つきを前提とした、単位として数えられる「言
語」（例えば日本語、スペイン語）を指す。しか
し、トランスランゲージイングとは英語、日本
語、中国語というコードの間を行ったり来たり
するのではない。その本質は、進行形 ingが表
すように、スムーズな伝達や理解のために（単
位としての言語ではなく）個人が持つことばの
リソースを創造的かつ複合的に使う様相であ
る。そして、音韻的・形態的・統語的規則に則
った体系的なことばの使用を通じて「言語」の
枠が認識され、単体の言語が浮き彫りになるこ
ともある。 
単位としての言語は、語学力の有無あるいは
程度（不十分さ・不完全さ）を測るモノサシに
もなっている。EMIのクラスでは英語力が低い
学生は「授業が分からないのは英語力に問題が
ある」と自分の英語力の乏しさを嘆き、学習不
安が募る。こうして、英語力の程度が EMIの恩
恵を被るものとそうでないものを分断し、不平

等さを生み出していく。しかし、そもそも理解
とは人間の認知と深く関わっており、あくまで
言語は理解を助ける一助である。この点も考慮
したトランスランゲージイングでは、言語に限
らず個人が持つあらゆるリソースを用いるこ
と(multimodality)を主張する。これはまさに
EMIの授業で不可欠な姿勢であり、学問を修め
るために教員も学生もマルチモーダル
(multimodal)なリソース(例えば、文章、空間、
視聴覚的情報など)を創造的に使えばよい。EMI
の本来の定義（注参照）からすれば英語が共通
言語ではあるけれど、それは決して英語オンリ
ーという極論ではなく、学生や教員の母語やそ
れ以外の言語を排除するものでもない。加えて、
ことばの創造的使用が個々人の学業成就を促
すであろう。こうした緩やかな EMIは、人間本
来の認知的営みからすると自然である。昨今、
「 教 育 的 ト ラ ン ス ラ ン ゲ ー ジ イ ン グ
(pedagogical translanguagin)」という観点か
ら EMIの議論が進んでいる（ただし、その実践
については今後の研究が待たれる）。EMIを推し
進める日本の高等教育機関は単一言語的イデ
オロギーから脱却しトランスランゲージイン
グから EMI の在り方を検討することが急務で
あろう。自国の学生が EMIの恩恵を被ることが
できず教室でマイノリティになってしまうの
は本末転倒なのだから。 
 

注: The use of the English language to teach 
academic subjects (other than English itself) 
in countries or jurisdictions where the first 
language of the majority of the population is 
not English (Macaro, 2018, p. 1). 

【参考文献】 
Li, W. (2018). Translanguaging as a practical 
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theory of language. Applied Linguistics, 39, 
9-30. 

Macaro, E. (2018). English medium 
instruction. Oxford University Press. 

 
 

コロナ禍のブータンと国語・英語・民族語 

佐藤 美奈子（京都大学大学院） 
 

ヒマラヤの 7,000 メートル級の山々も
COVID-19 の侵入を遮ることはできなかった。
ブータンでは、2020年 3月 5日夜に最初の感
染者（76歳のアメリカ人旅行者）が確認された。
しかしながら、人口 70 万人の小国の動きは迅
速である。翌日 6日には、感染者が訪れたティ
ンプー、パロ、プナカの 3県の学校やオフィス
は閉鎖、外国人観光客の受け入れ停止が発表さ
れた。インド国境付近の児童と教師は内地へ一
斉集団疎開となり、3 月 25 日にはテレビ放送
を活用した e-learningプログラムが開始された
（平山 2021）。ブータン保健省（Ministry of 
Health, Bhutan）の報告によると、以来、現在
（2021.2.17）に至るまでブータンの感染者は
866人、死者 1人という状況である。 
ブータンでは現在、このパンデミックに端を
発する 2つの「言語」問題が、SNSで国民の注
目を集めている。第 1の問題の発端は、ブータ
ン初の感染者が確認された 2020年 3月 5日か
ら 1 週間後、2020 年 3 月 11 日に起こった。
ブータンの首相 Dr Loray Tshering が COVID-
19 に対する政府の用意の現状について開いた
記者会見（press conference）で、ブータン人の
ジャーナリストたちがブータンの国語である
ゾンカ語（Dzongkha）ではなく英語で質問をし
たのである。記者会見は、BBSTV放送（ブータ

ン唯一の TV局。ゾンカ語と英語で放送される）
による生中継であったが、ジャーナリストたち
の質問の間、TV局は、突然放送を中止し、ゾン
カ語による音楽に切り替わった。記者たちがゾ
ンカ語を話さなかったことに対して、有識者や
高学歴者から非難が寄せられるなか、一般の人
びとからは、「死のウィルスよりも、ゾンカ語で
記者会見をすることがなぜそんなに重要なの
か」という声が SNSを通じて広がり始めた。記
者会見の翌日には、“The senseless hullabaloo 
over Press”という記事が Facebookに投稿され、
「コロナウィルスと闘うために何をすべきか」
を話し合うべき席で、議論の焦点がジャーナリ
ストに対する誹謗中傷へと移ってしまった」、
「（これは）ゾンカ語ポリシング（Dzongkha 
policing）（ゾンカ語を維持のための監視や取り
締まり）である」、「記者会見は・・・ゾンカ語
の奨励（promote Dzongkha）ではない」とい
う主張が寄せられた。 
一方、学校教育で民族語が一切、排除されな
がらも、これまで一度も民族語運動らしきもの
が起こらなかったブータンにおいて COVID-19
は、民族語に対する新たな動きを喚起した。
2020 年 3 月ごろから次々と、若者を中心とし
て、シャーショプカ語（Sharchopkha 国内話
者 23％）（van Drieam1994: 4）やクルテップ
語（Kurtoepkha同 1.7%）による等の民族語に
より、その言語話者である若者自身が自らコロ
ナ禍を説明する動画を作成し、facebookに投稿
するという現象が起こり、連鎖反応のように広
がり始めたのである。2020 年 3 月 27 日に投
稿された若い女性による、クルテップ語による
動画は、全体で約 4分 30秒で、若い女性が自
身のクルテップ語でコロナウィルスとはどの
ようなものであり、うがいや手洗い、マスクの
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着用の必要性、掃除の徹底等の生活の諸注意を
説明した。動画は、Yellow Bhutan（2021.2.19
現在、投稿数 127件、フォロワー7,831人）と
いうインスタグラムがサポートとなっており、
動画には、「わたしは、専門家ではないが、もし
クルテップ語でこの状況について少しでも理
解する必要がある人びとがいると感じたら、そ
の人たちにどうか（この動画を）教えてあげて
ほしい」、と続いた。そして、「もしこのメッセ
ージをあなた自身の方言（dialect）で共有した
という人がいるなら、フェイスブックで Yellow 
Bhutan に原稿と BGM がほしいとメッセージ
を送ってほしい、自分でビデオを作ってみては
どうですか」と結んだ。このクルテップ語によ
る動画に対して、早速、「ケンカ語（Khengkha）
でも配信してくれないか」、「ゾンカ語がわから
ない農村の人たちにとても役立つ」というコメ
ントが次々と寄せられた。2020 年 3 月 27 日
のこのクルテップ語による投稿から、約１年間、
筆者が確認した 2021年 2月 10日までに、「い
いね」が 2,088、コメントが 154件、720件の
シェアがあった。クルテップ語に続き、そのほ
かの民族語でのコロナウィルスの動画も次々
と配信され、それは現在も続いている。 

COVID-19 に対して迅速な対応を示した国家
首脳陣が、その一方でゾンカ語か、英語か、で
もめているとき、若者たちは、新しく手にした
SNSという手段を通じて草の根で、確実に、今、
すべきことを自分たちの手でやり遂げている。
これまで民族語問題がついぞ上がってこなか
ったブータンであるが、7,000メートルの山々
を超えて侵入するほどの COVID-19なら、そん
なブータンにも新たな風を起こせるかもしれ
ない。 
 

【引用文献】 
平山雄大（2020）「コロナ禍の中での学校～平
山雄大のブータンつれづれ 55～」＜
https://www.waseda.jp/inst/wavoc/news/

2020/10/15/5728/＞（2021.2.19） 
ブ ー タ ン 保 健 省 ＜ Ministry of Health 

(moh.gov.bt)＞（2021.2.19） 
ゾンカ語か英語か論争について Facebook に投
稿 さ れ た 主 張 : 
（ https://www.facebook.com/bigb.shering
/posts/10163159257900453） 

Facebook に投稿された各言語によるコロナ啓
発動画の一例 : クルテップ語の動画
（ https://www.facebook.com/watch/?v=6
69492197138160）(2021.2.19) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Chapter 18: English in Japan by Yuko 

Takeshita.  The Routledge Handbook of 

書籍紹介 
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World Englishes (Routledge Handbooks in 
Applied Linguistics) 2nd Edition by Andy 
Kirkpatrick (Ed.), December 31, 2020. 

 

 
柿原武史・仲潔 ・布尾勝一郎・山下仁（編）『対
抗する言語―日常生活に潜む言語の危うさを
暴く』三元社。2021年 1月 27日刊行。 
 
 
 
 
無事、2020 年度 3 号目となるニューズレタ
ーを刊行できました。会員の皆様のおかげです。
ありがとうございます。 
ニューズレターは会員の大切なコミュニケ
ーションの場ですので、会員の皆様からのご投
稿を歓迎しております。国内外の紀行文、本学
会会員出版の書籍紹介（本学会の主旨に関連す
るもの）、海外情報など、「アジア」「英語」「言
語」周辺をキーワードに、日本語 800～1,200
字程度、あるいは英語では A4 用紙 2/3～1 ペ
ージ程度の分量でおまとめいただければ幸い
です。編集の都合上、投稿を希望される方はあ

らかじめ、編集担当の仲（nakac@gifu-u.ac.jp）
までご連絡下さるようお願い申し上げます。 

仲 潔（岐阜大学） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニューズレター編集担当より 
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